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１．はじめに 

本研究では、補聴器の音響的フィードバック（回

り込み）を解決するために、適応回り込みキャンセ

ラシステムに着目した。実際にこのシステムを構築

し動作させキャンセルの効果を検討していく。 
２．補聴器における回り込み 

一般の補聴器では補聴器スピーカからマイクロ

フォンの中への回り込みがある。この回り込みがあ

るとハウリングのようなノイズが発生してしまい、補

聴器としての機能を満たすことができない。そこで、

図１(a)のように、 )(qF で生成される回り込みを、回

り込みキャンセラ )(ˆ 0 qF の出力でキャンセルすること

を考える。しかし )(qF の出力は直接観測できない

ので、直接 )(ˆ 0 qF を推定することができない。そこで

入力 ][kx と回り込みの合成信号 ][ky を手掛かりに、

)(ˆ 0 qF を適応処理でシステム同定する。そのために

図１(b)のように )(ˆ qF を追加し、間接的に )(qF を推

定することを考える。 
３．システムの構築 

図１(b)は理論上のものであり、実際に動くモデ

ル と し て 実 現 す る 必 要 が あ る 。 本 研 究 で は

MATLAB の Simulink を利用した。初めに、図１(b)
を直接 Simulink 上に作成し実行したところ、回り込

みのキャンセルができなかった。この原因は、 )(qF
で生成される回り込みにはマイクロフォンに到達す

るまでの遅れ時間が影響していた。つまりこの遅れ

時間を想定しない限り、 )(ˆ qF の推定ができない。そ

こで、 )(ˆ qF と )(ˆ 0 qF の直前に同等の遅れを挿入す

る。図２は遅れ（Delay）を挿入した Simulink のブロ

ック図である。ここで )(qF の直前にある Delay は空

間を模擬した遅れ時間である。 
４．キャンセルのシミュレーション 

図２のシステムでは )(ˆ qF の推定に LMS アルゴリ

ズム[2]を利用している。LMS アルゴリズムはステッ

プサイズによって収束の様子が変化する。本研究

ではステップサイズによって収束の様子がどのよう

に変化するかを検討した。図３は )(qF を３次のシス

テムと仮定したときの収束特性である。図からステ

ップサイズが 1 のとき最適な予測ができていること

がわかる。 
５．まとめと今後の課題 
 )(qF は 3 次とは限らないので、それ以外の場合

についても検討が必要である。 
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図１ 補聴器の回り込みキャンセラシステム[1]

図２ Simulink のブロック図 

図３ 収束特性 


